
 

令和 3年度事業報告 

 

1 概況 

 

 令和 3 年度は、3 度にわたる国の「まん延防止等重点措置」（以下「重点措置」という。）の適

用を受け、感染症の影響が拡大・長期化するなか、文化芸術の活動再開・継続を支援するため、

指定管理者事業計画に基づき業務の執行に努めました。 

 

施設管理事業では、新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」という。）対策を契機とし

て熊本県立劇場条例の改正によりホールの部分利用が令和 3年 4月から可能となり、新たなホー

ル利用形態として周知を図りました。 

一方、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、重点措置の適用が 4月 24日から約 1か月間、7

月 28 日から約 2 か月間におよび、施設の開館時間の制限や新規予約の停止が行われました。そ

の後も、年明けの１月 21 日から約 2 か月間におよぶ重点措置の適用となりましたが、感染対策

を強化して通常どおりの開館運営を行いました。 

しかしながら、予定していた催事の多くが中止・延期となったことで、施設利用率はコンサー

トホール 46.1％（目標 73.0％）、演劇ホール 60.8％（目標 81.0％）と目標を下回りました。 

 

文化事業については、例年実施していた海外オーケストラの招聘を見送る等、新型コロナの影

響を考慮した事業計画のもと文化事業に取り組みましたが、熊本県芸術文化祭オープニングス

テージ「バレエ」はじめ、県内公立文化施設でのネットワーク事業など、いくつかの事業は中止

または延期となりました。 

「熊本地震復興 5年事業」については、アートによるこころの復興支援事業「アートキャラバ

ンくまもと」の 5年間の活動の集大成として、熊本地震のみならず、県南豪雨やコロナ感染拡大

に苦しむ、被災者の心に寄り添う舞台公演等を実施しました。 

なお、令和 3年度の重点的な取り組みである「人材育成」と「関係機関との連携」において企

画した「劇場人育成プログラム」については、新型コロナウイルスの影響を反映した内容を準備

するなど、県内公立文化ホール職員の知識獲得や技能向上を図りました。 

 

 

 

 

  



 

2 管理運営業務の実施状況 

（1）財団の活動 

□評議員会、理事会 

開催日 内容 

4月 13日

（火） 

第 57回理事会（決議の省略） 

第 1号議案 第 46回評議員会（決議の省略）の招集 

4月 20日 

（火） 

第 46回評議員会（決議の省略） 

 第 1号議案 理事の選任 

  理事候補者 上田 哲也（熊本県企画振興部 地域・文化振興局長） 

5月 14日

（金） 

第 58回 理事会（決議の省略） 

 第 1号議案 専決処分の報告および承認 

（令和 2年度および令和 3年度文化事業） 

 第 2号議案 専決処分の報告および承認（令和 2年度収支予算の第 3回補正） 

第 3号議案 令和 2年度事業報告 

第 4号議案 令和 2年度決算報告 

第 5号議案 令和 3年度収支予算の第 1回補正（案） 

第 6号議案 諸規程の改正 

第 7号議案 第 47回評議員会の招集 

5月 31日

（月） 

第 47回 評議員会 

第 1号議案 専決処分の報告および承認（令和 2年度収支予算の第 3回補正） 

第 2号議案 令和 2年度事業報告 

第 3号議案 令和 2年度決算報告 

第 4号議案 令和 3年度収支予算の第 1回補正（案） 

6月 12日

（土） 

第 59回 理事会（決議の省略） 

第 1号議案 第 48回評議員会（決議の省略）の招集 

6月 19日

（土） 

第 48回 評議員会（決議の省略） 

第 1号議案 理事の選任 

  理事候補者 姜 尚中（熊本県立劇場 館長） 

6月 26日

（土） 

第 60回 理事会（決議の省略） 

第 1号議案 代表理事の選定 

代表理事候補者 姜 尚中 

（公益財団法人熊本県立劇場 理事、熊本県立劇場 館長） 

10月 1日 

（金） 

第 61回 理事会（決議の省略） 

 第 1号議案 第 49回評議員会（決議の省略）の招集 

10月 7日 

（木） 

第 49回 評議員会（決議の省略） 

 第 1号議案 理事の選任 

 理事候補者 厚地 昭仁（熊本県企画振興部 政策審議監兼地域・文化振興局長） 



 

11月 5日 

（金） 

第 62回 理事会 

 第 1号議案 専決処分の報告及び承認（令和 3年度文化事業） 

 第 2号議案 評議員選定委員会委員の選任 

 第 3号議案 令和 4年度文化事業 

令和 4年 

2月 10日 

（木） 

第 63回 理事会 

第 1号議案 令和 4年度事業計画（案） 

 第 2号議案 令和 4年度収支予算（案） 

 第 3号議案 特定費用準備資金の設定および取扱規程の制定 

第 4号議案 第 50回評議員会の招集 

2月 25日 

（金） 

第 50回 評議員会 

 第 1号議案 令和 4年度事業計画（案） 

 第 2号議案 令和 4年度収支予算（案） 

3月 29日 

（火） 

第 64回 理事会（決議の省略） 

 第 1号議案 令和 5年度システム等設備整備積立資金の設定及び取扱規程の 

制定 

 

□監査 

開催日 内容 

5月 8日 

（土） 

監事監査 

（熊本県立劇場 監事） 

6月 2日

（水） 

熊本県立劇場指定管理業務に係る実地調査 

（熊本県 文化企画・世界遺産推進課） 

令和 4年 

1月 20日 

（木） 

財政的援助団体等監査 

（熊本県監査委員事務局） 

 

□文化事業評価委員会 

開催日 内容 

10月 4日

（月） 
第 1回文化事業評価委員会 

令和 4年 

3月 15日 

（火） 

第 2回文化事業評価委員会 

 

□熊本県立劇場事業評価検討委員会（熊本県） 

開催日 内容 

7月 20日 

（火） 

令和 3年度第 1回熊本県立劇場事業評価検討委員会 

（オブザーバーとして出席） 

 

  



 

（2）県立劇場の使用の許可に関する業務 

① 施設の利用状況 

各施設の使用申請の受付および施設使用料の徴収事務に加えて、利用者が安全で快適に施設を

利用できるよう、施設の維持管理および運営に努めました。 

令和 3年度も感染症拡大の影響により、多くの催事が中止又は延期を余儀なくされ、両ホール

の利用率は年間目標を 20ポイント強下回り、来館者数も 213,000人に留まりました。 

 

［利用率の目標と実績］ 

施設名 年間目標 実績 差 

コンサートホール 73.0％ 46.1％ △26.9 

演劇ホール 81.0％ 60.8％ △20.2 

 

［来館者数の目標と実績］ 

 年間目標 実績 達成率 

来館者数 540,000人 213,721人 39.6％ 

 

◎4/24～6/30まで ①熊本県がリスクレベルを「5警戒警報」に引き上げ、②熊本県が独自の「まん

延防止宣言」発出、③「まん延防止等重点措置」適用のため、新規利用受付の停止を行いました。 

◎7/28～9/30まで ①熊本県が独自の「熊本まん延防止宣言」発出、②「まん延防止等重点措置」適

用のため、新規利用受付の停止を行いました。     ※詳細データは資料 1～6を参照 

 

一方で、条例改正により令和 3 年 4 月からホールの部分利用が可能となり、11 月にはコン

サートホールホワイエにセミコンサートピアノを設置、ホワイエを使用した室内楽等の公演を

実施しやすい環境作りを行いました。運用開始初年度となる令和 3年度のホール部分利用は 31

件の実績を上げ、貸館事業全体の中で部分利用の占める割合は約 6.2％となりました。収録や

配信による利用をはじめ、本番前のステージ練習や準備等の利用が図られました。 

 

［ホール部分利用実績］               （単位：件） 

 コンサートホール 演劇ホール 

ステージのみの使用 7 2 

ステージ 1階（地階）客席、 

ホワイエのみの使用 
11 5 

ホワイエのみの使用 6 0 

合計 24 7 

 

〇コンサートホール 

No 開催日 催事名 団体名 貸出区分 

1 4/16 金 総会 熊本県公立文化施設協議会 ホワイエのみ 

2 4/25 日 ステージ練習 春日 信子 ステージのみ 



 

3 7/1 木 ステージ練習 熊本学園大学吹奏楽部 ステージのみ 

4 7/9 金 ステージ練習 
熊本学園大学付属中学高等学校

吹奏楽部 

ステージ、1階客

席及びホワイエ 

5 7/22 木祝 リハーサル 熊本交響楽団 ホワイエのみ 

6 7/22 木祝 熊響 ホワイエコンサート 熊本交響楽団 ホワイエのみ 

7 8/1 日 ステージ練習 熊本県立第一高等学校合唱団 
ステージ、1階客

席及びホワイエ 

8 8/2 月 ステージ練習 帯山中学校合唱部 
ステージ、1階客

席及びホワイエ 

9 8/5 木 ステージ練習 熊本高校グリークラブ 
ステージ、1階客

席及びホワイエ 

10 8/6 金 ステージ練習 熊本県立第一高等学校合唱団 
ステージ、1階客

席及びホワイエ 

11 8/28 土 フルート練習 シリンクス ホワイエのみ 

12 9/5 日 オーケストラ練習 熊本交響楽団 ステージのみ 

13 9/28 火 
熊本トヨタ自動車㈱労働

組合定期大会 
熊本トヨタ自動車労働組合 

ステージ、1階客

席及びホワイエ 

14 11/4 木 結婚式前撮り 藤木 駿 
ステージ、1階客

席及びホワイエ 

15 11/26 金 
熊本大学工学部バックス

テージツアー 
（公財）熊本県立劇場 ステージのみ 

16 12/4 土 ステージ練習 熊本県立熊本高等学校吹奏楽部 ステージのみ 

17 12/4 土 弦楽オーケストラ練習 熊本高校弦楽オーケストラ部 ステージのみ 

18 12/7 火 

熊本市立託麻原小学校 

2年生バックステージ 

ツアー 

（公財）熊本県立劇場 ステージのみ 

19 2/25 金 第 50回評議員会 （公財）熊本県立劇場 ホワイエのみ 

20 3/10 木 収録のための演奏会 熊本県警察本部 
ステージ、1階客

席及びホワイエ 

21 3/12 土 復興祈念 リハーサル （公財）熊本県立劇場 ホワイエのみ 

22 3/25 金 
練習、収録 

ミニコンサート 

熊本学園大学付属高等学校 

吹奏楽部 

ステージ、1階客

席及びホワイエ 

23 3/26 土 合唱練習 熊本市立必由館高等学校合唱団 
ステージ、1階客

席及びホワイエ 

24 3/27 日 発表会 熊本県立第一高等学校合唱団 
ステージ、1階客

席及びホワイエ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 客席と十分な距離を確保し実施。「熊本交響楽団 ホワイエコンサート」 



 

 

〇演劇ホール 

No 開催日 催事名 団体名 貸出区分 

1 8/10 火 劇場人育成プログラム （公財）熊本県立劇場 
ステージ、1階客

席及びホワイエ 

2 10/11 月 
熊本市教育相談室バック 

ステージツアー 
（公財）熊本県立劇場 

ステージ、1階客

席及びホワイエ 

3 12/1 水 劇場人育成プログラム （公財）熊本県立劇場 
ステージ、1階客

席及びホワイエ 

4 3/1 火 劇場人育成プログラム （公財）熊本県立劇場 
ステージ、1階客

席及びホワイエ 

5 3/5 土 復興祈念事業リハーサル （公財）熊本県立劇場 ステージのみ 

6 3/6 日 復興祈念事業リハーサル （公財）熊本県立劇場 ステージのみ 

7 3/22 火 
40周年コンセプトムービー

試写会 
（公財）熊本県立劇場 

ステージ、1階客

席及びホワイエ 

 

 

（3）実演芸術を担う人材を育成し確保する業務 

① 劇場人の育成 

実演芸術を担う人材の育成を図る「劇場人育成プログラム」を開催しました。参加対象は、熊

本県公立文化施設協議会（以下「熊公文協」という。）加盟館職員ですが、内容により公立文化ホー

ルの設置者である地方自治体職員にも対象を広げました。 

 

回 内   容 講  師 日程 参加数 

1 
アートマネジメント（1） 

新型コロナに向き合う文化政策の提言 

同志社大学 

教授 太下義之 
6/22(火) 68人 

2 
アートマネジメント（2） 

アウトリーチを知る 地域創造 

プロデューサー 

児玉真 ほか 

9/28(火) 18人 

3 
アートマネジメント（3） 

アウトリーチを考える 

4 
アートマネジメント（4） 

広報 

いわき芸術文化交流館 

副館長 長野隆人 
10/6(水) 24人 

5 
ホール入門（1） 

ホールスタッフに求められる接遇スキル 

日本舞台芸術振興会 

渡部久美 
10/20(水) 29人 

6 

ホール入門（2） 

ホールスタッフが知っておきたい舞台技術

の基礎 

ステージラボ 

代表 潮田憲正 
12/1(水) 19人 

7 
舞台技術（1） 

舞台音響 

びわ湖ホール 

舞台技術部長代理 

押谷征仁 

R4. 

1/13(木) 
31人 

8 著作権講座 
骨董通り法律事務所 

弁護士 岡本健太郎 

R4. 

2/12(土) 
26人 

9 
舞台技術（2） 

映像機器 

久留米シティプラザ 

舞台技術課 岩本道雄 

R4. 

3/1(火) 
21人 

 

 



 

② 職員研修等実施状況 

職員研修の充実を図り、職員一人ひとりの専門性や実践力の成長を促すため、年間計画を立て

て研修を行いました。 

 

［研修内容］ 

実施日 研修名 内容 

6月 11日(金) 
職場におけるハラスメン

ト研修 

令和 2年 6月 1日より、職場におけるハラスメン

ト防止対策の強化を受け、相談員向けの研修を

行った。 

7月 31日(土) 決算書の見方 
財団の顧問税理士を講師に迎え、令和 2年度の当

財団の決算書の内容について学んだ。 

8月 11日(水) 
アロマでリフレッシュ！ 

あなたに合った香りは？ 

講師に臨床心理士としても活動する 2名を迎え、

アロマに関する基礎知識や活用法を学んだ。 

11月 17日(水) 

情報セキュリティ対策 

研修 

職場における最低限の情報セキュリティ対策とし

て、現状を理解したうえで情報セキュリティに対

する具体的な対策について学んだ。 

SDGsセミナー 

SDGsの基本を理解したうえで、社会課題の解決に

どのように役立つか、劇場での取り組み方と合わ

せて学んだ。 

 

［検定試験内容］ 

実施日 研修名 内容 

R4. 

2月 8日(火) 

ユニバーサルマナー検定

（3級） 

高齢の方や障がいのある方をはじめとする移

動に不安を感じる方への声かけやサポートに

ついて研修を行った。21名受検。 

3月 1日 

～15日の期間内

web受検 

CSR検定(4級) 

＊CSR 検定が 2018 年 12 月

に「CSR 検定：サステナビ

リティ経営と SDGs」に改称 

SDGs が生まれた背景や役割、17 ゴールを理解

するための基本的な知識を学び、理解度を確認

するために実施。22名受検。 

 

 

（4）県内公立文化施設および関係機関等との連携に関する業務 

① 熊本県公立文化施設協議会 

同協議会には現在 34 館が加盟していますが、県立劇場は会長館として県内全域の文化振興と

舞台芸術のレベルアップを図る事業を行いました。 

昨年度から地域の活性化を図るため県内を 4ブロックに分け、ブロック単位で各加盟館のニー

ズに細かく対応した支援体制を築きながら研修会等を実施したほか、会員が県外で開催される研

修会に参加する際の旅費について、助成を行いました。 

 

地域 内容 期日 会場 参加者 

県北 会議 8月 24日(火) 菊池市文化会館 6館 9名 

県央 会議 8月 2日(月) 熊本県立劇場 10館 14名 



 

県南 会議 8月 6日(金) 
八代市 

鏡文化センター 
7館 9人 

県北 
研修会 

「車いす利用者の介助の仕方ほか」 
10月 12日(火) 合志市文化会館 9館 13人 

県央 研修会（新型コロナの影響で中止） ― ― ― 

県南 
研修会 

「施設の長寿命化および改修計画」 
12月 10日(金) 宇土市民会館 7館 14人 

 

 〔県立劇場で研修の場を提供した公演〕 

公演日 公演名 参加者 

7月 15日(木) 新日本フィルハーモニー交響楽団 6館 9人 

11月 13日(土) 
知的・発達障がい児（者）向けの劇場体験プログラム 

「劇場って楽しい！」 
1館 2人 

 

また、熊公文協会員からの要望に基づき、必要な備品等の貸出を行いました。 

◇発熱者検知用サーモグラフィー貸出し 

貸出先：八代市厚生会館（八代市公民館）  

期 間：令和 3年 6月 13日(日)～6月 17日(木) 

 

◇舞台ドロップ幕（野面、峠の山道、波幕） 3本貸出し 

貸出先：宇土市民会館  

期 間：令和 4年 1月 22日(土)～26日(水) 

 

② 地域連携 

ⅰ大江・託麻原校区の町内会 

コロナ禍により、大江・託麻原校区の町内会の集まりは中止が続いていますが、回覧板によ

る県立劇場の毎月の催事を案内する「ほわいえマンスリーインフォメーション」や、季刊誌「ほ

わいえ」、文化事業チラシ等で情報提供を行いました。 

 

ⅱゆめタウン大江店 

熊本県と㈱イズミの地域活性化包括連携協定に基づき、県内のゆめタウン、イオン、マック

スバリュ各店舗に文化事業のポスターやチラシ設置等広報の協力を依頼しています。ゆめタウ

ン大江とは、店内での文化事業のポスター掲示による広報協力のほか、交通渋滞回避のための

情報提供など、連携を図りました。 

  

  ⅲ熊本都市バス株式会社 

熊本都市バスとは、公共交通機関が少なくなる夜間公演の際は、県立劇場ロータリーから出

発する臨時路線バスの手配を行い、利用者の利便性の向上を図っています。 

今年度は 8便、168人のお客様が利用しました。 

 



 

［臨時バス運行実績］ 

日付 催事名 乗車人数 

4月 9日(金) 熊本市民劇場第 412回例会「おれたちは天使じゃない」 25  

4月 17日(土) 加藤登紀子チャリティコンサート 4  

6月 7日(月) 熊本市民劇場第 413回例会「ドレッサー」 15  

7月 15日(木) 新日本フィルハーモニー交響楽団 30  

9月 7日(火) 熊本市民劇場第 415回例会「愛の賛歌～ピアフ」 18  

10月 5日(火) 熊本市民劇場例会劇団民藝「泰山木の木の下で」 16 

12月 1日(水) 辻󠄀井伸行日本ツアー2021/22 48 

12月 10日(金) 陸上自衛隊第 8師団第 45回定期演奏会 12 

 

③ インターンシップ等受入状況 

インターンシップや職場体験を積極的に受け入れる「くまもとキャリア教育応援団（熊本市）」

に登録しており、熊本学園大学の長期（約 3か月）をはじめとする各大学からのインターンシッ

プや小学・中学・高校生の職場体験学習の受入れ、バックステージツアーによる施設見学等を積

極的に行っています。 

8 月に熊本県立大学生のインターンシップを予定していましたが、コロナ禍のため中止を余儀

なくされました。 

 

［インターンシップ等受入状況］ 

受入日 受入校 

コロナ禍により中止 
熊本県立大学文学部英語英米文学科 3年生／1名 

（インターンシップ） 

10月 5日(火) 

～12月 17日(金) 

熊本学園大学商学部ホスピタリティマネジメント学科 2年生／1名 

（インターンシップ） 

   ＊熊本学園大学生は、まん延防止重点措置の適用解除後に受け入れが可能となったため、例年 

より短期間。 

 

［視察団体の受け入れ］ 

受入日 受入団体 

令和 4年 3月 4日(金) 
熊本行政評価事務所／評価監視官ほか計 2名 

（指定管理者制度の運用状況に関するヒアリング） 

3月 24日(木) 
霧島市市民環境部スポーツ・文化振興課／職員 3名 

（改修工事の計画と実績、ホールの視察とヒアリング） 

 

 

 

 

 

 



 

（5）県民の文化の振興に必要な業務 

① 文化事業の基本的な考え方 

  第 4期指定管理者として示された県の方針に則り、次の 5つの柱をもとに取り組んでいます。 

創造拠点として取り組む事業 

  ⅰ 実演芸術に係る人材の育成や確保を行う事業 

  ⅱ 地域の公立文化ホールや文化団体を支援する事業 

 ⅲ 伝統芸能の継承と発展を支援する事業 

 

普及拠点として取り組む事業 

  ⅰ 実演芸術を鑑賞する機会を県民に提供する事業 

  ⅱ 芸術文化に触れる機会を県民に提供する事業 

 

また、県立劇場条例の一部改正により、実演芸術を担う人材の育成や実演芸術の振興のための

関係機関等との連携強化が求められていることを受け、実演芸術家を育成する事業や実演芸術の

公演を企画・制作する能力など専門的能力を育成する事業に重点的に取り組んでいます。 

 

熊本市民会館文化企画事業の企画運営においては、以下の事業体系に基づき立案、実施してい

ます。 

 ⅰ 芸術文化鑑賞機会拡大事業 

  ⅱ 地域文化創造事業 

 ⅲ 街なかの賑わい創出事業 

 

  実施にあたっては、最新の新型コロナ対策に準拠し、消毒や検温、ソーシャルディスタンスの

確保等を徹底。安心安全な鑑賞・活動環境の確保に努めました。また、熊本県のリスクレベル等

に応じ、可能な限り柔軟に実施スケジュールを調整し、文化芸術活動の継続に取り組みました。 

 

② 文化事業の入場者・参加者数 

  令和 3年度の目標入場者数 23,650人に対し、入場者・参加者数は 19,878人と目標の 84.0％と

なりました。県立劇場単体の主催事業はできる限りの調整を経て実施しましたが、共催事業や文

化活動支援事業の中止が相次ぎ、全体では前年同期を下回っています。しかし、令和 2年度に比

べ 2.86倍と、大幅な回復基調にあると思われます。 

 

③ 入場者アンケート 

公演別の満足度を見ると、「新日本フィ 

ルハーモニー交響楽団」は 99.7％が「たい 

へん満足」「満足」と回答、非常に高い満足 

 度を得ました。 

大型公演のアンケートはこれまで回答 

率が 10～20数％程度でしたが、同公演で 

47.4％のお客さまに回答いただいている 99.7％の満足度を得た「新日本フィルハーモニー交響楽団」公演 



 

ことも特筆すべきことです。 

そのほか、「能でよむ」は 99.1％、「出田りあ＆村治佳織デュオリサイタル」も 97.3％と高い満

足度を得ています。 

 

事業名 回答率（％） 満足度（％） 

新日本フィルハーモニー交響楽団 47.4 99.7 

能でよむ～漱石と八雲～ 56.5 99.1 

全国共同制作オペラ「夕鶴」 32.5 94.8 

市民会館事業「私たちの未来」 35.3 93.2 

市民会館事業「出田りあ＆村治佳織デュオリサイタル」 29.8 97.3 

 

④ 集客 

新型コロナの状況によって度々広報スケジュー 

ルを見直しながら券売を進めました。「出田りあ＆ 

村治佳織デュオリサイタル」は、チケット販売 

期間中にまん延防止等重点措置の対象となった 

こと等で一時期苦戦したものの、結果的には 

チケットを完売。「新日本フィルハーモニー交響 

楽団」も設定席数の 83％を集客しており、コロナ 

禍で中止が相次ぐ中で文化芸術公演が待ち望まれ 

ていることが感じられました。 

 

⑤ 多様な財源の確保 

  共同制作オペラ「夕鶴」に、肥後銀行からの協賛をいただきました。 

公的助成金では、文化庁の「地域の中核劇場・音楽堂等活性化事業」のほか、「劇場・音楽堂間

ネットワーク強化事業」、「共同制作支援事業」に申請、すべて採択されました。「地域の中核劇場・

音楽堂等活性化事業」は採択率 52％程度とハードルが高いものの、例年活用している助成金で最

も大きな規模となっており、引き続き採択されるよう取り組みます。そのほか、（一財）地域創造

の「地域の文化・芸術活動助成事業」にアクロス福岡、鳥取県文化振興財団とともに助成申請し、

こちらも採択されました。 

また、今年度は熊本県の「脱トリプルパンチ心の  

復興支援事業補助金」を活用し、熊本地震復興 5年 

事業を実施。人吉駅構内でのトークセッションや 

復興祈念公演「水と火と木、そして再生の物語」と 

いった大型企画に取り組みました。 

 

 

 

 

「出田りあ＆村治佳織デュオリサイタル」はチケット完売 

「水と火と木、そして再生の物語」 



 

⑥ 公共団体や民間企業等との連携強化 

「市町村ホールネットワーク事業」や「演奏家派遣アウトリーチ事業」で公立文化施設（また

は教育委員会）と共催で事業に取り組んでいるほか、今年度 20周年を迎えたつなぎ美術館と連携

した公演や対談企画を実施しました。 

また、平成 29年度から鶴屋百貨店と共同で公演実施を行っており、令和 3年度も 12月に 

「フィルハーモニクス ウィーン＝ベルリン」を予定しておりましたが、コロナ禍による外国人

アーティストの入国規制が影響し、公演中止が決定しました。 

 

⑦ アウトリーチ事業を紹介する小冊子を発行 

平成 16 年度から取り組んでいる「演奏家派遣アウトリーチ事

業」を紹介する小冊子を発行しました。事業の特徴や参加者の声、

専門家の見解をまとめたレポートで、県内市町村の教育委員会や

学校、全国の劇場・音楽堂等に配布します。 

 

⑧ 文化事業評価委員会 

熊本県立劇場の行う文化事業について、県内有識者からの意見

を聴取し文化事業を評価するため、平成 30 年度から文化事業委

員会を設置しています。令和 3年度は 2回の評価委員会を実施し

ました。 

 

●第 1回文化事業評価委員会 

開 催 日 令和 3年 10月 4日（月） 

出席委員 田中尚人（委員長）、竹屋純子、葉山耕司、村上美香、山﨑浩隆、湯貫登 

 

バックステージツアー事業/CH編 

中川ハカセのピアノ＆ホール解体新書 

〔4月 24日（土）コンサートホール〕 

※リスクレベル上昇により公演中止動画収録・公開 

 

 ・気になったところなどを繰り返し確認することができ 

たので、公演とは違う良さがあったと思う。 

・視聴回数等見ると少ないので、もっともっと多くの人に 

見ていただけるようにすればよいと思った。 

・双方向的なやりとりができる場（コメントやメール）など

を作れるとよいのではないか。 

 

 

 

 

 



 

新日本フィルハーモニー交響楽団 

〔7月 15日（木）コンサートホール〕 

 

 ・やはり「生」がすばらしいと感じた。分散退館など配慮もしっ

かりなされていてよかったと思う。 

 ・劇場に足を運ぶことをためらう人もいたのではないか。準備

等は大変だが、値段を少し下げて配信なども検討してもよ

かったのではないか。音楽系以外の部活動生についてもアナ

ウンスをして、チャンネルを広げていければ良いと感じた。 

 ・前後の県劇スタッフの対応も素晴らしかったと思う。会場に

入るときは緊張感があったが、座って待っていると落ち着い

て、喜びへと変わっていった。 

 

舞台技術の基礎講座 

〔7月 17日（土）、18日（日）演劇ホール〕 

 

  ・どうやって劇場が舞台を作っていくのか、作品だけを見ても

らうのではなく裏側をみてもらうことは、若い人たちの進路

選択において大きな価値がある。劇場の役割として、裏方で

どんな仕事をすれば公演ができあがっていくのか、伝えるこ

とは大事。 

 

 

 

 

第 63回熊本県芸術文化祭オープニングステージ『バレエ』 

〔8月 29日（日）演劇ホール〕 

   ※10月 24日への延期で調整するも、接触が多いコンテン 

 ポラリーダンスのリスクを考慮し中止 

 

・中止の経緯について、お客さんは見る（知る）ことができな

いので、今日話を聞いて、改めて心を寄せることができた。 

・ドキュメンタリーのように舞台の裏側が見える映像を作れ

ると、とても面白いと思った。制作の過程を追ってみるのも

よいのではないか。 

 

   

 

 

 



 

第 2回文化事業評価委員会 

開 催 日 令和 4年 3月 15日（火） 

出席委員 田中尚人（委員長）、米野真理子、村上美香、山﨑浩隆、湯貫登 

 

能でよむ～漱石と八雲～ 

〔11月 6日（土）演劇ホール〕 

 

・1つ 1つの作品に対し、トークがあったので、非常に分か 

 りやすい構成になっていた。作品を詳しく知らない人でも 

世界観をすんなり受け入れられていた。 

観劇サポートを実施されており、今後は県立劇場のみの公 

演でも実施を検討したいとの話だったので、是非いろんな 

方が楽しむことができるよう取り組んでほしい。 

・新しい取り組みをする時の、ターゲットの絞り込みはやはり

難しい。県劇というブランドがあれば多少安心はしてもらえ

るので、新しいものへのチャレンジはしやすいと思う。初年

度からすべてうまくいくことはないので、ある程度様々に取

り組みながらしていけばよい。コアな方へ伝えることと新た

に間口を広げること、その両方を進めてほしい。 

 

 

知的・発達障がい児（者）にむけての劇場体験プログラム 

劇場って楽しい！！ 

〔11月 13日（土）演劇ホール〕 

 

  ・障がいをお持ちの方への取り組みは非常に大事なので、是非

継続してほしい。１つ気になったのは、司会の方とパフォー

マーとの意思疎通ができていなかったように感じた。体を

使って自己表現をする司会に対し、本編ではその要素がな

かった。事前の打合せを重ね、公演の統一感がもっとあるよ

うにすれば良いと感じた。 

  ・熊本県内の高校生や大学生のインターンシップなどは可  

能なのか。公立文化ホールの職員等も含め学びの場として 

非常に良いと思う。県劇で働きたいと思えるような人が 

増えるようになるとなおよいので、若い人が見学等できるよ

うにすることなどを提案する。 

 

 

 

 



 

全国共同制作オペラ「夕鶴」 

〔2月 5日（土）演劇ホール〕 

 

 ・質の高い舞台公演を熊本で拝見できるのは、本当にありがた 

  いと思う。単体で終わらず関連企画にも取り組み、熊本に文 

化芸術を広げようというアプローチがされていたので素晴 

らしかった。集客について、木下順二作品であることをもっ 

と PRしても良いのではないか。鶴の恩返しと夕鶴、熊本に 

関連があることがあんまり聞こえてこなかった。関連がある

ことについては、是非色々な方面にアピールしてほしい。 

 ・熊本の人が地元で質の高い公演を見られることは本当に素晴 

 らしいと思う。 

また劇場職員が制作現場に携わることができ、学びも多かっ

たと思う。劇場は価値観を作り出せないと面白くない。8月の

ワークショップから職員が立ち会って公演を迎えられたこ

と、満足することができたことをぜひ共有できるとよい。 

 

⑨ 個別事業の状況 

   資料 8[令和 3年度文化事業] 参照 

 

※ 震災特別感謝状授与 

平成 24年から 28年にかけて、平成 23年 3月の東日本 

大震災で被災した宮城県東松島市に熊本県出身の演奏家や 

落語家等を派遣しました（被災地等支援事業）。 

この度、震災 10年を機に 11月 25日に東松島市長から 

震災特別感謝状が贈られました。 

 

 

（6）県立劇場の広報に関する業務 

「伝える」「繋ぐ」「支える」をキーワードに、文化事業やホール・リハーサル室等のハード面

だけでなく、県内文化芸術の創造・発信の中心を担う劇場としての使命感や働く職員の想い、ま

た建築物としての魅力などを広く発信し、県立劇場への理解と協力を全県的に広げていきます。 

公式ホームページ、広報誌、ポスター・チラシなどの印刷物、SNS メディアなど多岐にわたる

媒体を通じ、これまで以上に県民との双方向のコミュニケーションを深め、文化交流の場となる

「共生の劇場」を目指し、県民に愛される劇場としての「ブランド確立」と「来館促進」を図り

ます。 

 

① 広報誌 

広報誌のコンセプトを「つながる、ひろがる、あつまる ほわいえ」とし、これまで文化事業に

偏っていた広報内容から、県立劇場の活動全般の情報発信を強化し、県民の県立劇場への理解を



 

深めるよう発行作業を行っています。 

平成 31 年 4 月にリニューアルした季刊誌「ほわいえ」は、従来の催事情報に留まらず、アー

ティストや劇場職員を通じ舞台芸術公演の魅力を広く伝えています。なかでもレギュラーコー

ナーの「利用団体紹介」「まなびの風景」では、劇場を利用する団体や県内各地域の伝承芸能を学

ぶ学校（クラブ）を現地で取材。児童や生徒たちの活動の様子やひたむきに取り組んでいる姿が

ストレートに伝わると好評です。また、熊本県立図書館とのタイアップ企画として、2021秋号か

ら「本の中にある劇場」を開始し、県立図書館職員推薦の一冊を隔号で紹介しています。 

 

■熊本県立劇場マンスリーインフォメーション 

（毎月 15日、毎 5,000部発行） 

発行日 号 

4月 15日（木） 5月号 

5月 15日（土） 6月号 

6月 15日（火） 7月号 

7月 15日（木） 8月号 

8月 15日（日） 9月号 

9月 15日（水） 10月号 

10月 15日（金） 11月号 

11月 15日（月） 12月号 

12月 15日（水） 1月号 

1月 15日（土） 2月号 

2月 15日（火） 3月号 

3月 15日（火） 4月号 

 

■熊本県立劇場季刊誌ほわいえ（年 4回、毎 5,000部発行） 

発行日 内容 

6月 20日(日) 

2021夏号 vol.009 

特集：熊本県芸術文化祭オープニングステージ 

事業：中川ハカセのピアノ＆ホール解体新書 

9月 20日(月) 

2021秋号 vol.010 

特集：ホールの部分利用 

事業：舞台技術の基礎講座 

12月 20日(月) 

2021冬号 vol.011 

特集： 対談 日比野克彦×姜尚中 

事業： 歌劇「夕鶴」東京公演レポート 

3月 20日(日) 

2022春号 vol.012 

特集：熊本県立劇場開館 40周年 

事業：熊本復興祈念 水と火と木、そして再生の物語 



 

 ② 文化事業年間パンフレットの製作・配布 

  令和 3年度の文化事業を紹介する年間パン 

フレットを製作。15,000部を県内外の公立 

文化ホールや公共施設、教育機関等に配布 

しました。 

 

 

 

 

 

 ③ デジタルサイネージの活用 

  劇場での催事情報や文化事業を館内のデジタル 

サイネージで放映し公演の PRに努めています。 

 また、コンサート・演劇両ホール前に設置した 

モニターに各ホールの催事の内容と時間を表示、 

ホール利用者、来館者に好評です。 

 そのほか、昨年度実施した「アートラーニング 

in新しい生活様式」や「映像版 劇場探検隊」など 

の動画を放映するなど、デジタルサイネージの活 

用が広がっています。 

 

④ チケット販売実績 

令和 3 年度のチケット販売実績は、下記表の

とおりです。新型コロナの影響により、多くの催

事が中止または延期となりましたが、2年度と異

なり感染対策を十分に講じて開催された公演も

あり、チケット販売枚数および販売額ともにコ

ロナ禍前の水準に近い実績をあげることができ

ました。 

また、平成 31 年 4 月に運用を開始したイン

ターネット販売の占める割合は 48％に達し、 

本サービス運用開始から 3年目を迎え、定着しつつあります。 

 

  〔チケット販売実績〕 

 令和 3年度 令和 2年度 令和元年度 

販売枚数 9,808枚 226枚 11,904枚 

販売金額 31,782,200円 909,800円 39,837,680円 

 

 

 

（エントランス 9面マルチ画面を使った広報） 

〔チケット売上比率〕 

窓口現金

34%

窓口ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ

17%

ｵﾝﾗｲﾝ決済 24%

ｺﾝﾋﾞﾆ発券

24%

代金引換 1%



 

⑤ 先行予約会員制度 

令和元年 6月から先行予約会員に向け、文化事業のチケット先行予約販売を実施しています。 

  先行予約会員には、令和 4年 3月末時点で 7,395人（令和 3年 3月末 2,992 人、4,403人増）

が登録しています。 

  

⑥ SNS登録会員数（3月 31日現在） 

SNS 令和 3年度 令和 2年度 

Facebook「いいね」のフォロワー数 1,625人 1,543人 

ツイッターのフォロワー数 726人 701人 

Youtube「ケンゲキアートチャンネル」登録者数 685人 546人 

  

 ⑦ ホームページの更新 

  劇場ホームページでは催事に関するご案内のほか、チケット発売情報や新型コロナに伴う予約

開始日のお知らせなど、迅速な情報発信に努めました。 

 

 

（7）県立劇場の施設等の使用料の徴収および納付に関する業務 

① 使用料の収納実績 

令和 3年度の施設使用料収入は、新型コロナ拡大の影響により、多くの催事が中止又は延期を

余儀なくされたことから、施設使用料および駐車場使用料の達成率は、それぞれ約 90％、約 60％

に留まりました。 

 

［施設使用料収納実績］ 

施設名 
施設使用料 

収入見込額 
実績 達成率 

設備使用料 108,314,000円 92,939,260円 85.8％ 

駐車場使用料 63,644,000円 36,560,800円 57.4％ 

 ※施設使用料収入見込額は県予算より 

 ※令和 3年度施設使用料は令和 4年 4月末日時点の実績 

 

 ［還付件数および還付金額］ 

令和 3年度 令和 2年度 

件数 金額 件数 金額 

133 17,639,650円 126 28,464,335円 

 ※令和 2 年度比で件数では 105％、還付金額は 62％。要因として令和 2 年度は両ホールの利用中止

に伴う還付が多かったため。 

 

② 代行業務・法人備品使用料の実績 

県立劇場でのプレイガイド業務や代行業務のほか、法人備品貸出に伴う雑収入は、8,013,721円

（令和 2年度比 6,533,818円増、同元年度比 1,600,946円増）でした。 



 

本年度も新型コロナ拡大の影響を受けましたが、鑑賞者数も徐々に回復したことでチケット販

売手数料が好調、コロナ禍以前の令和元年度を超える雑収入を確保できました。 

 

［雑収入実績］ 

項目 令和 3年度 令和 2年度 

代行サービス 

プレイガイド業務（チケット登録・販売・代引・払戻）、

看板製作、花、物販手数料等 

2,900,854円 172,173円 

法人備品貸出 

AV機器（DVDプレイヤー、PA）、映像機器（プロジェクター、

レンズ）、事務所貸出（譜面台、クロス）等 

5,112,867円 1,307,730円 

合計 8,013,721円 1,479,903円 

 

 

（8）実演芸術の公演または発表のための施設等の提供を行う業務 

 ① 業務打ち合わせ 

  ホールでの催事については、公演の約 1 か月前に主催者と施設サービス・舞台技術グループ  

職員が、舞台進行や舞台配置図及び使用備品の確認等の打ち合わせを行いました。令和 3年度は

123公演について実施しました。 

 

 ② 舞台技術職員の弾力的な配置対応 

  舞台転換など演出が多様な公演では安全を確保しスムーズな舞台進行を行うため、必要に応じ

最大 5人までの舞台技術職員（舞台・照明・音響）を配置しました。令和 3年度は 60公演、のべ

120人（仕込み、リハーサル日を含む）を増員して対応しました。 

 

 ③ スクリーン使用状況 

  令和 3 年 4月から 4.3 メートル×7メートルのフルハイビジョン対応スクリーンをホールに新

設。令和 3年度はコンサートホールで 8回、演劇ホールで 70回、計 78回使用しました。講演会

での使用、幼稚園の発表会やコンサートの演出のほか、雇用保険説明会で定期的に使用。特に演

劇ホールでのニーズの高さが窺えます。 

 

④ モニタリング 

公演終了後に利用者アンケートを実施し、ホール利用者の満足度と改善要望事項を個別に把握

し、管理運営に反映させました。 

また、日々の業務の中で直接寄せられる様々な意見は、「利用者記録（カルテ）」等により、利

用者ニーズの把握及び情報共有に努めました。 

 

 

 

 



 

[利用者アンケート］ 

評価項目（4段階評価） 
令和 3年度 令和 2年度 

回収 34団体 回収 11団体 

（1）利用料金について 

4:安い 3:やや安い 2:やや高い 1:高い 
2.96 2.10 

（2）利用手続きについて 

4:円滑 3:概ね円滑 2:やや煩雑 1:煩雑 
3.76 3.82 

（3）フロア職員の接客態度や対応について 

4:良い 3:概ね良い 2:あまり良くない 1:良くない 
3.88 3.91 

（4）ステージ職員の接客態度について 

4:良い 3:概ね良い 2:あまり良くない 1:良くない 
3.88 3.91 

（5）舞台・音響・照明の設備について 

4:良い 3:概ね良い 2:あまり良くない 1:良くない 
3.88 3.91 

（6）また利用したいと思うか 

4:是非利用したい 3:利用してもいい 

2:あまり利用したくない 1:もう利用したくない 

4.00 4.00 

平均 3.73 3.61 

  ※アンケート詳細は資料 7を参照 

 

アンケート調査の全ての項目について、昨年度に引き続き高い評価を得ました。利用者に寄り

添う職員の対応や、綿密な事前打ち合わせの実施等により、（6）また利用したい が 2年連続満点

の評価でした。 

 

⑤ お客様の声・みなさまの声 

  館内にご意見箱を設置し「お客様の声」を、ホームページ内のコーナーで「みなさまの声」を

収集しました。令和 3年度の「声」は次のとおりです。 

項目 件数 要望・ご意見・問い合わせ等（一部） 

お客様の声 5件 
・車道通行者が多く危険 

・とても楽しかった 

みなさまの声 56件 

・催事の開催確認、チケット払い戻し 

・障がい者割引の料金と購入方法 

・落とし物の問合せ 

・バレエ公演の PCR検査 

・ホール客席からの見え方、座席図 

・生後 5カ月の赤ちゃん連れについて 

・チケットキャンセルについて 

・施設の空き状況 

・最寄りのタクシー会社の電話番号 

 

 ⑥ 観葉植物の設置 

  来館者への憩いの場にしていただこうと、館内 5か所に観葉植物を設置しました。 

 

 



 

※熊本県吹奏楽連盟創立 65年記念表彰 

11月 7日に「熊本県吹奏楽連盟創立 65年記念式典及び記念演奏会」が

開催。 

記念式典で、熊本県の吹奏楽の発展に寄与したとして、県立劇場が表彰

を受けました。 

 

 

 

（9）県立劇場の施設等の維持および修繕に関する業務 

① 施設設備の維持管理 

県立劇場は、不特定多数が利用する大規模施設であり、劇場という施設の性質上、高い安全性

と快適性を確保する必要があります。適切なメンテナンスおよび改修によりトラブルを未然に防

止し、施設利用の継続性を確保しています。 

令和 3年度は、樹木剪定、機器の取換工事など、30件（約 8,840千円）の施設設備の修繕工事

を行いました。 

また、県の熊本県立劇場保全計画について、県・営繕課をはじめ建築設計者等と密接な協議を

重ねながら、実施にあたっています。 

 

［修繕等実施状況］ 

区分 場所 内容 

施設 コンサートホール 舞台下手防火戸レリーズ取替工事 

施設 演劇ホール エレベーター4 号機（客席上手）部品取替 

施設 
コンサートホール 

演劇ホール 

中地下上手女子トイレ、地下女子トイレ フラッシュバルブ

修理 

施設 共用部 特別会議室前通路光窓雨漏り修繕工事 

施設 共用部 レストラン前外灯修繕工事 

施設 共用部 駐車場外灯交換（全 15 基） 

施設 共用部 大会議室パントリー洗面台石鹸供給栓修理 

施設 共用部 樹木剪定支障枝剪定（南側車道沿い） 

施設 共用部 樹木剪定危険枝除去（東側歩道、駐輪場、駐車場内） 

施設 共用部 危険樹木剪定（正面ロータリー） 

施設 共用部 樹木枯れ枝剪定（サービスヤード、駐車場） 

施設 共用部 樹木剪定（東側住宅地近接） 

施設 共用部 
エレベーター1 号機（中央階段）、2 号機（大会議室） 部品

取替 

施設 共用部 駐車場料金場監視カメラ修理 

施設 共用部 
正面玄関プロムナード、レストランテラス、駐車場側玄関

タイル床洗浄 

施設 共用部 1 階女子トイレ吸排気ファン用マグネットスイッチ交換 

施設 共用部 1 階モール多目的トイレ排気ファン修理 



 

施設 共用部 喫煙所照明器具修理 

施設 共用部 散水栓取換工事 

施設 中央監視室 不足電圧継電器取換工事 

施設 中央監視室 地下 2 階ガス検知器取替工事 

施設 中央監視室 冷温水機まわり圧力計・温度計交換 

施設 機械室 空調機室リモートユニット交換工事 

施設 機械室 地下 2 階空調設備用 CO2 計交換 

施設 機械室 消防用設備修繕（地下 2 階ポンプ室） 

施設 機械室 給湯ポンプ制御盤改修工事（地下 2 階ボイラー室） 

舞台 演劇ホール 調光機室空調機修理 

舞台 演劇ホール 調光卓無停電電源装置取替工事 

舞台 演劇ホール 舞台床機構修繕工事 

舞台 
コンサート・演劇ホール 

大会議室 
インターネットケーブル配線 

 

 熊本県立劇場管理運営業務仕様書にある「県立劇場の施設および設備の維持および修繕に関す

る業務」の各項目を確実に実施していくことに努めています。保守点検や修繕工事は、施設利用

日数への影響が最小となるよう効率的に行っており、保守点検等委託業務にあたっては劇場職員

が監督し、細心の注意を払いながら実施しました。 

 

［施設維持管理業務］ 

項目 内容 

施設管理 
清掃業務、建築物環境衛生管理業務、警備業務、庭園管理業務、設備運転監

視・施設設備定期点検業務 

空調管理 
中央監視装置および空調用自動制御機器保守点検業務、ボイラー排ガス測定

業務、冷温水発生器保守点検業務、ヒートポンプチラー点検業務 

設備管理 

エレベーター保守点検業務、自動ドア装置保守点検業務、有料駐車場設備保守

点検業務、自家発電設備保守点検業務、防災設備定期点検業務、防火設備定

期点検業務、高圧電気設備定期点検業務、緊急ガス遮断設備等点検業務、給

湯ボイラー点検業務、地下汚水ピット清掃業務、高架水槽清掃業務、飲料水水

質検査業務、アスベスト濃度測定業務、建築物定期点検（3 年ごと）、建築設備定

期点検業務 

設備管理（舞台） 
迫り装置等保守点検業務、照明設備保守点検業務、吊物装置等保守点検業

務、音響設備保守点検業務、エレベーター装置等保守点検業務 

ピアノ ピアノ・チェンバロ保守点検業務 

 

② 危機管理の対応 

災害発生時には多大な被害が発生することが予想されるため、日頃から劇場職員の危機管理に

関する知識の習得と意識の向上をはじめ、以下を実践しています。 

□公演本番時に危機管理責任者および危機管理担当者の配置 

□緊急事態に備え、危機管理体制表に基づき主催者と連携し、来館者の安全を確保 

□消防訓練や避難訓練など、危機管理に関する訓練および研修の実施 



 

  また、令和 4年 1月に事業継続計画書（BCP）を改訂。自然災害や感染症等の緊急事態発生時の

体制を見直すとともに、事業継続体制について明記しました。 

 

［訓練実績］ 

実施日 項目 概要 

7月 19日

（月） 

地震訓練 

（避難） 

練習室・リハーサル室のみの貸し出し日、夜間に 1人で

勤務中に地震が発生した際の対応についての図上訓練

（グループワーク）および避難訓練。 

9月 21日

（火） 

総合訓練 

（消火、避難、通報） 

公設消防隊が到着するまでの間、県立劇場の自衛消防隊

として、初期消火、通報連絡、避難誘導の一連の行動を

行い、迅速かつ適正な消防活動の技術向上を目指す。最

後は避難させた観客、利用者に対してどのようなケアを

行うのか、その後の対応を想定した訓練。 

令和 4年 

2月 8日（火） 
消防訓練 

改修工事により更新された非常用放送設備や自動火災

報知設備の取扱いを学び、消防署への的確な通報や、初

期消火活動等の訓練。 

 

 

（10）その他、県立劇場の管理上必要と認める業務 

① 便益設備の管理 

県立劇場内に自動販売機を事務所前と地下 1階リハーサル室前に計 3台設置しているほか、利

用者向けにデジタルフルカラー複合機 1台を事務所前に設置、利用者の利便性を確保しました。 

 

② 行政財産の目的外使用に係る経費の取扱い 

県立劇場内の行政財産の目的外使用（レストラン、自動販売機等）に係る光熱水費について

は、翌月 1日に使用量を計算し各業者に請求書を発行しています。各業者からは請求書に基づ

き、翌月末日までにその費用を徴収し、遅滞なく電力会社等に支払いました。 

 

③ 交通誘導整理員の配置 

  県立劇場で開催される催物の開演・終演前後で劇場駐車場および周辺道路の混雑が予想される

際は、予め交通誘導整理員を配置し来場者の安全を図りました。今年度は 15回、30人の整理員

を配置しました。 

 

※熊本県 SDGs登録事業者に登録 

熊本県が「熊本県 SDGs登録制度」を創設し県内の事業所の登録を推進、

SDGs の取り組みの裾野を広げる活動を行っています。県立劇場も今後積

極的に取り組むため第 2期募集に申請し、令和 4年 1月 26日に登録され

ました。 

 

 

 

  



 

3 新型コロナウイルス感染症対策に関する報告 

 

令和 3 年度も新型コロナウイルスの感染が全国的にまん延する中、3 度の重点措置が適用。夏

に猛威をふるった変異株のデルタ株に続き、オミクロン株の出現で予断を許さない状況が続いて

います。 

県立劇場においては、不特定多数の方が来館される場所であることから、以下により引き続き

感染拡大防止のための対策を講じてきました。 

 

(1) 新型コロナ対策会議の実施 

県立劇場では新型コロナウイルス対策として、対策会議を立ち上げ迅速に対応しました。会議

は館長以下、危機管理担当職員で構成。会議の実施にあたっては、県対策本部からの情報共有と

主管課との協力・連携のもとに随時協議を行いました。 

 

（2）来館者への対応 

新型コロナの再拡大に伴い、令和 3年 5月 14日と 8月 19日から重点措置の適用を受けたこと

により、長期間にわたり開館時間の短縮、全施設の新規利用受付停止等の利用制限を行いました。 

また、令和 4年 1月 21日からの重点措置の適用においては、県有施設は原則として「感染対策

を強化して開館する」方針により、利用の制限は行わず、ガイドラインの遵守および感染防止対

策の徹底を行いながら運営を行いました。 

昨年度に引き続き、新型コロナに起因する理由で、中止または延期を余儀なくされた公演は多

く、舞台芸術を取り巻く環境は依然として厳しい状況に変わりはないようです。 

本年度の新型コロナの影響による両ホール及び大会議室の中止・延期状況は以下のとおりです。 

 

 

 

 予約日数 中止日数 延期日数 

コンサートホール 226(154) 76(99) 10(11) 

演劇ホール 273(158) 69(75) 28(30) 

大会議室 136(95) 41(52) 0(6) 

合計 635(407) 186(226) 38(47) 

  ※（ ）内は令和 2年度  

 

 

 

 

 
（公演の延期・中止や施設の予約開始時期等情報を随時更新） 



 

（3）施設内の対策 

正面、事務所前、東側の各玄関、搬入口にサーマルカメラおよ

び手指消毒液を設置。両ホールホワイエ、大会議室、管理事務所

窓口に飛沫感染防止シールドを設置しているほか、ホール内の客

席、ドアノブ、手すり、貸出備品等に、抗菌・抗ウイルスコーティ

ングを行い、来館者が安全に利用できる対策を講じました。 

また、ソーシャルディスタンス確保のため、館内のソファー、

椅子の間隔を空け、デジタルサイネージで感染防止の注意喚起を

行っています。 

イベントの開場時においては、同時に複数の体温測定を可能と

するサーマルカメラをホワイエ入口にて稼働させるほか、終演後

の分散退場の協力依頼をはじめ、開演前アナウンスにて感染防止

対策の呼びかけを実施しています。 

 

 

（4）職員への対応 

職員の感染拡大および予防対策を徹底するよう周知するとともに、事務所内での感染リスクを

軽減するために時差出勤や在宅勤務を実施、毎朝の健康チェックや県外移動の制限を行いました。 

また、職員がワクチン接種を安心して受けられるよう、休暇制度を設ける規程の改正等を行い

ました。 

 

（5）感染拡大予防のための助成金の獲得 

  文化庁の「文化施設の感染拡大予防・活動支援環境整備事業」 

を活用し、玄関などの出入り口にサーマルカメラを設置したほ

か、カウンター用アクリル板や手指消毒用アルコール、持続除菌

アルコールを備えることで、利用者および来館者の安心・安全を

確保しました。 

  

（デジタルサイネージで施工をアナウンス） 

（サーマルカメラ、消毒液等設置） 



 

■資料 

□資料 1［施設使用許可件数］（単位:件） 

 令和 3年度 令和 2年度 
R2年度 

同期比 

（参考） 

平成 27年度  

使用許可件数（団体数） 823 556 267 1,072 

 

 

□資料 2［施設別利用状況（ホール・大会議室）］（単位:日） 

施設名 利用状況 令和 3年度 令和 2年度 R2年度同期比 （参考）H27年度同期 

コンサート 

ホール 

利用可能日数 297 145 152 296 

利用日数 137 41 96 217 

利用率（％） 46.1 28.3 17.9 73.3 

入場者数（人） 73,714 1,7196 56,518 218,389 

演劇ホール 

利用可能日数 293 146 147 285 

利用日数 178 49 129 225 

利用率（％） 60.8 33.6 27.2 78.9 

入場者数（人） 54,482 10,610 43,872 144,600 

大会議室 

利用可能日数 299 176 123 312 

利用日数 95 38 57 226 

利用率（％） 31.8 21.6 10.2 72.4 

入場者数（人） 8,953 2,372 6,581 50,191 

入場者数合計（人） 137,149 30,178 106,971 413,180 

 

  



 

□資料 3［その他施設の利用状況］（単位:日） 

施設名 利用状況 R3年度 R2年度 R2年度同期比 （参考）H27年度同期 

和室 

利用可能日数 315 184 131 334 

利用日数 55 25 30 125 

利用率（％） 17.5 13.6 3.9 37.4 

入場者数（人） 507 282 225 2,289 

音楽リハーサル室 

利用可能日数 315 166 149 332 

利用日数 159 55 104 242 

利用率（％） 50.5 33.1 17.3 72.9 

入場者数（人） 4,222 1,376 2,846 21,530 

演劇リハーサル室 

利用可能日数 319 170 149 332 

利用日数 157 55 102 184 

利用率（％） 49.2 32.4 16.9 55.4 

入場者数（人） 4,213 1,535 2,678 11,776 

第 1練習室 

利用可能日数 312 182 130 336 

利用日数 130 86 44 179 

利用率（％） 41.7 47.3 ▲5.6 53.3 

入場者数（人） 3,132 2,721 411 13,373 

第 2練習室 

利用可能日数 320 184 136 334 

利用日数 224 116 108 245 

利用率（％） 70.0 63.0 7.0 73.4 

入場者数（人） 4,650 2,262 2,388 11,151 

第 3練習室 

利用可能日数 317 188 129 339 

利用日数 232 159 73 283 

利用率（％） 73.2 84.6 ▲11.4 83.5 

入場者数（人） 3,452 2,931 521 13,721 

他の入場者数 入場者数（人） 56,396 29,479 26,917 3,605 

入場者数合計（人） 76,572 40,586 35,986 77,445 

※資料 3、4の利用率は小数点以下 2桁を四捨五入 

 

 

□資料 4［区分帯別利用状況（ホール・大会議室）］（単位:回） 

施設名 区分 R3年度 R2年度 
R2年度同期

比 

（参考）H27

年度同期 

コンサートホール 

午前 115 33 82 185 

午後 117 35 82 191 

夜間 62 22 40 118 

演劇ホール 

午前 119 31 88 201 

午後 168 45 123 196 

夜間 85 23 62 130 

大会議室 

午前 59 28 31 111 

午後 79 32 47 200 

夜間 46 20 26 77 

 

  



 

□資料 5［ホール等の年度別月別利用状況表］ 

≪コンサートホール・演劇ホール・大会議室≫ 

  

  

利用日数 利用日数 利用日数 利用日数 利用日数 利用日数

（日） （％） （日） （％） （日） （％） （日） （日） （％） （日） （％）

利用可能日数 22 日 24 日 24 日 26 日 29 日 23 日

令和３年度 10 7 4 20 14 11

利用可能日数 4 日 10 日 22 日 25 日 27 日 24 日

令和２年度 0 0 0 7 8 13

コンサート 利用可能日数 26 日 22 日 23 日 26 日 28 日 24 日

ホール 令和元年度 14 15 16 22 21 17

利用可能日数 26 日 26 日 24 日 29 日 27 日 25 日

平成30年度 19 19 17 23 24 17

利用可能日数 26 日 27 日 24 日 29 日 26 日 26 日

平成29年度 19 15 14 21 19 14

利用可能日数 12 日 0 日 0 日 0 日 7 日 26 日

平成28年度 6 0 0 0 4 19

利用可能日数 24 日 27 日 24 日 28 日 27 日 26 日

平成27年度 17 19 14 28 27 19

利用可能日数 26 日 26 日 23 日 26 日 25 日 25 日

平成26年度 16 16 15 20 25 18

利用可能日数 26 日 26 日 27 日 30 日 26 日 25 日

平成25年度 13 20 18 26 18 17

利用可能日数 26 日 26 日 26 日 30 日 26 日 27 日

平成24年度 20 16 21 25 22 20

利用可能日数 22 日 21 日 26 日 29 日 29 日 21 日

令和３年度 17 12 12 23 10 11

利用可能日数 4 日 8 日 23 日 28 日 28 日 24 日

令和２年度 0 0 0 8 10 11

演劇ホール 利用可能日数 26 日 20 日 28 日 28 日 28 日 23 日

令和元年度 15 10 20 27 22 18

利用可能日数 0 日 0 日 0 日 0 日 13 日 23 日

平成30年度 0 0 0 0 11 18

利用可能日数 26 日 25 日 25 日 29 日 29 日 25 日

平成29年度 17 14 17 24 21 21

利用可能日数 12 日 0 日 0 日 0 日 7 日 28 日

平成28年度 8 0 0 0 5 24

利用可能日数 21 日 29 日 23 日 29 日 30 日 23 日

平成27年度 15 15 16 23 28 21

利用可能日数 24 日 26 日 24 日 26 日 26 日 25 日

平成26年度 15 16 15 21 26 25

利用可能日数 26 日 21 日 24 日 29 日 29 日 23 日

平成25年度 15 16 18 24 23 23

利用可能日数 24 日 26 日 27 日 29 日 28 日 27 日

平成24年度 17 14 21 24 21 22

利用可能日数 21 日 18 日 28 日 29 日 28 日 24 日

令和３年度 6 9 3 13 9 5

利用可能日数 13 日 20 日 24 日 29 日 28 日 26 日

令和２年度 0 1 5 2 10 9

大会議室 利用可能日数 26 日 26 日 28 日 29 日 29 日 26 日

令和元年度 16 20 18 25 22 20

利用可能日数 26 日 27 日 28 日 29 日 29 日 26 日

平成30年度 20 17 17 21 19 14

利用可能日数 26 日 28 日 28 日 29 日 29 日 27 日

平成29年度 7 4 9 14 11 10

利用可能日数 12 日 0 日 0 日 0 日 7 日 29 日

平成28年度 7 58.3% 0 0 0 5 28

利用可能日数 26 日 26 日 25 日 29 日 29 日 29 日

平成27年度 20 22 18 20 22 23

利用可能日数 28 日 28 日 27 日 27 日 27 日 28 日

平成26年度 19 67.9% 22 78.6% 18 66.7% 20 74.1% 19 70.4% 22 78.6%

利用可能日数 26 日 28 日 29 日 30 日 29 日 27 日

平成25年度 18 69.2% 17 60.7% 21 72.4% 24 80.0% 20 69.0% 21 77.8%

利用可能日数 26 日 27 日 29 日 29 日 29 日 28 日

平成24年度 19 73.1% 19 70.4% 22 75.9% 24 82.8% 23 79.3% 24 85.7%

利用可能日数 26 日 28 日 29 日 29 日 29 日 28 日

68.0%

74.1%

100.0%

81.5%

62.5% 61.5% 62.5%

76.9% 63.0% 60.7% 72.4% 65.5% 53.8%

70.8%

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 84.6% 78.3%

73.1% 73.1% 79.3% 88.9% 68.0%

0.0% 0.0% 0.0% 28.0% 29.6% 54.2%

86.7%

83.3%

82.8%

82.8%

66.7%

84.6%

施設名 年度
（％）

69.2%

利用率

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
利用率 利用率 利用率 利用率 利用率

73.1% 55.6% 58.3% 72.4% 73.1% 53.8%

50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 57.1% 73.1%

70.8% 70.4% 58.3% 100.0% 100.0% 73.1%

61.5% 61.5% 65.2% 76.9% 100.0% 72.0%

50.0%

76.9%

76.9%

61.5% 80.8%

35.7% 45.8%

65.4% 56.0% 68.0% 82.8% 72.4% 84.0%

52.4%

66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 71.4% 85.7%

71.4% 51.7% 69.6% 79.3% 93.3%

53.8%

75.0%

70.8%

28.6% 50.0% 10.7% 44.8% 32.1% 20.8%

26.9% 14.3% 32.1% 48.3% 37.9% 37.0%

0.0% 0.0% 0.0% 71.4% 96.6%

76.9% 84.6% 72.0% 69.0% 75.9% 79.3%

0.0% 0.0% 0.0% 28.6%

57.7%

77.8%

76.2%

100.0%

91.3%

79.3%

75.0%

80.8%

96.4% 78.6% 78.3%

100.0%

53.8%

61.5% 76.9% 64.3% 86.2% 75.9%

68.2% 69.6% 84.6% 75.0%

76.9%

70.8%

45.5% 29.2% 16.7% 76.9% 48.3% 47.8%

77.3% 57.1% 46.2% 79.3% 34.5%

0.0% 5.0% 20.8% 6.9% 35.7% 34.6%

57.7% 50.0% 71.4%



 

 

 

計
利用日数 利用日数 利用日数 利用日数 利用日数 利用日数 利用日数

（日） （％） （日） （％） （日） （％） （日） （％） （日） （％） （日） （％） （日） （％）

利用可能日数 26 日 24 日 24 日 23 日 26 日 26 日 297 日

令和３年度 12 17 14 5 8 15 137

利用可能日数 21 日 0 日 0 日 0 日 0 日 12 日 145 日

令和２年度 4 0 0 0 0 9 41

コンサート 利用可能日数 23 日 23 日 20 日 24 日 25 日 26 日 290 日

ホール 令和元年度 19 19 17 15 10 1 186

利用可能日数 26 日 27 日 21 日 18 日 3 日 17 日 269 日

平成30年度 18 22 15 13 2 16 205

利用可能日数 25 日 28 日 15 日 16 日 0 日 12 日 254 日

平成29年度 19 20 15 13 0 12 181

利用可能日数 25 日 25 日 24 日 26 日 23 日 16 日 184 日

平成28年度 23 18 23 14 16 16 139

利用可能日数 22 日 22 日 25 日 24 日 24 日 23 日 296 日

平成27年度 20 18 13 13 11 18 217

利用可能日数 17 日 17 日 7 日 0 日 0 日 23 日 215 日

平成26年度 15 15 6 0 0 19 165

利用可能日数 26 日 22 日 19 日 24 日 24 日 27 日 302 日

平成25年度 22 16 17 17 15 24 223

利用可能日数 24 日 24 日 24 日 18 日 24 日 27 日 302 日

平成24年度 19 19 20 15 13 14 224

利用可能日数 24 日 22 日 24 日 22 日 26 日 27 日 293 日

令和３年度 14 13 18 12 15 21 178

利用可能日数 21 日 0 日 0 日 0 日 0 日 10 日 146 日

令和２年度 13 0 0 0 0 7 49

演劇ホール 利用可能日数 23 日 24 日 19 日 22 日 24 日 26 日 291 日

令和元年度 22 22 19 19 13 0 207

利用可能日数 26 日 26 日 21 日 18 日 3 日 17 日 147 日

平成30年度 22 21 80.8% 20 15 3 14 124

利用可能日数 24 日 28 日 15 日 16 日 0 日 0 日 242 日

平成29年度 20 22 15 14 0 0 185

利用可能日数 24 日 25 日 24 日 24 日 24 日 20 日 188 日

平成28年度 23 20 23 18 22 20 163

利用可能日数 15 日 24 日 25 日 18 日 25 日 23 日 285 日

平成27年度 14 23 22 14 19 15 225

利用可能日数 16 日 21 日 7 日 0 日 0 日 23 日 218 日

平成26年度 14 21 7 0 0 20 180

利用可能日数 27 日 22 日 21 日 24 日 26 日 27 日 299 日

平成25年度 22 19 17 18 24 22 241

利用可能日数 24 日 24 日 24 日 19 日 25 日 26 日 303 日

平成24年度 22 24 24 13 20 19 241

利用可能日数 27 日 25 日 24 日 24 日 25 日 26 日 299 日

令和３年度 7 8 7 5 9 14 95

利用可能日数 24 日 0 日 0 日 0 日 0 日 12 日 176 日

令和２年度 10 0 0 0 0 1 38

大会議室 利用可能日数 27 日 27 日 21 日 25 日 27 日 27 日 318 日

令和元年度 19 22 14 13 16 0 205

利用可能日数 26 日 26 日 22 日 22 日 22 日 27 日 310 日

平成30年度 19 18 15 9 19 20 74.1% 208

利用可能日数 27 日 28 日 23 日 25 日 26 日 29 日 325 日

平成29年度 7 9 3 1 1 14 48.3% 90

利用可能日数 25 日 27 日 24 日 26 日 27 日 7 日 184 日

平成28年度 19 19 16 9 19 6 85.7% 128

利用可能日数 27 日 25 日 25 日 23 日 26 日 22 日 312 日

平成27年度 21 17 13 16 17 17 77.3% 226

利用可能日数 23 日 21 日 7 日 0 日 0 日 22 日 238 日

平成26年度 14 60.9% 10 47.6% 3 42.9% 0 0 0.0% 16 72.7% 163

利用可能日数 30 日 25 日 22 日 24 日 27 日 28 日 325 日

平成25年度 23 76.7% 20 80.0% 16 72.7% 12 50.0% 21 77.8% 18 64.3% 231

利用可能日数 27 日 25 日 24 日 21 日 26 日 28 日 319 日

平成24年度 19 70.4% 13 52.0% 16 66.7% 15 71.4% 17 65.4% 18 64.3% 229
利用可能日数 27 日 26 日 23 日 0 日 0 日 2 日 247 日

83.3% 100.0%

68.2% 40.9% 67.1%

53.8%

80.6%

73.1%

87.0%0.0%

36.0%

72.2% 66.7% 94.1%

70.0%

71.4% 76.2%

0.0% 0.0%

82.6% 82.6% 85.0%

69.2% 81.5%

0.0% 0.0% 75.0%19.0%

64.1%

84.4%

71.3%

28.3%

73.8%

75.5%

78.3% 73.3%

76.7%

8.3%

86.7%

74.2%

76.4%

25.9%

73.1%

29.2%

77.8%

52.0%

92.0%

100.0%

82.4%

69.2%

27.7%

79.5%

81.5%

20.8% 31.8%

82.6%

71.8%

71.1%

76.0% 65.2% 78.9%

68.5%

86.4%

72.4%

100.0%

100.0%

82.6%

１０月

33.6%

施設名 年度

81.8%

76.0% 71.4% 100.0%

１１月
利用率 利用率 利用率 利用率 利用率

１２月 １月 ２月 ３月
利用率

81.3% 0.0%

利用率

72.0% 95.8% 53.8% 69.6%

90.9% 54.2% 45.8%

88.2% 88.2% 85.7% 0.0% 0.0%

70.8% 62.5%89.5%

83.3% 54.2% 51.9%

88.9%

61.9% 0.0% 0.0% 0.0%

54.5% 57.7%

87.5%100.0%83.3%

95.7%

58.3%

0.0%

95.8%

0.0%

75.0%

88.0%95.8%

81.0% 75.0% 92.3%

100.0% 68.4% 80.0%

25.9%

32.1% 13.0% 4.0% 3.8%

76.0% 70.4% 66.7% 34.6% 70.4%

77.8% 68.0% 52.0% 65.4%

0.0%

69.6%

83.3%

93.3%

100.0%

86.4%

100.0%

87.5%

40.0%62.5%

59.1% 75.0%

81.5%

91.7%

79.2% 79.2%

84.6% 72.7%

78.6%

100.0%

100.0%

80.0% 95.8%

84.6% 95.2%

52.0% 59.3%

86.4% 54.1% 0.0% 71.1%

91.7%

0.0%

46.2% 70.8%

70.4% 81.5% 66.7%

91.7%

0.0%

32.0%

58.3% 21.7% 30.8% 57.7% 46.1%

77.8% 60.8%

41.7% 0.0% 21.6%

69.6%

64.5%0.0%

0.0% 0.0% 0.0% 8.3%



 

□資料 6［ホール別・形態別利用状況（ホール・大会議室）］（単位:日） 

施設名 形態別 令和 3年度 令和 2年度 差 
（参考）平成

27年度同期 

コンサート 

ホール 

利用可能日数 297 145 152 296 

音楽会 95 37 58 148 

歌謡ショー 0 0 0 0 

大会・集会・式典 13 0 13 14 

研修・講演・発表会 20 4 16 39 

その他 9 0 9 16 

利用日数計 137 41 96 217 

利用率（％） 46.1 28.3 17.9 73.3 

演劇ホール 

利用可能日数 293 146 147 285 

演劇 25 6 19 27 

邦舞・邦楽 4 0 4 5 

洋舞 24 10 14 32 

古典芸能等 11 3 8 11 

大会・集会・式典 5 1 4 15 

研修・講演・発表会 63 20 43 64 

歌謡・音楽会 32 7 25 59 

映写会 0 0 0 0 

その他 14 2 12 12 

利用日数計 178 49 129 225 

利用率（％） 60.8 33.6 27.2 78.9 

大会議室 

利用可能日数 299 176 123 312 

大会・集会・式典 5 0 5 8 

研修・講演・発表会 56 33 23 159 

映写会 0 0 0 0 

展示会 4 0 4 4 

歌謡・音楽会 25 4 21 40 

その他 5 1 4 15 

利用日数計 95 38 57 226 

利用率（％） 31.8 21.6 10.2 72.4 

※利用率は小数点以下 2桁を四捨五入 

  



 

□資料 7［利用者アンケート］ 

 

 

ﾌﾛｱ ｽﾃｰｼﾞ

日時 令和3年3月26日(金) 公演名 Youth Ballet Project

会場 演劇ホール 主催者名 Youth Ballet Project

日時 令和3年3月30日(火) 公演名 定期演奏会

会場 コンサートホール 主催者名
熊本県立第二高等学校
吹奏楽部

日時 令和3年4月7日（水） 公演名
令和3年度
熊本県立大学入学式

会場 コンサートホール 主催者名 熊本県立大学

日時 令和3年5月23日（日） 公演名
的場悟史
サクソフォンリサイタル

会場 コンサートホール 主催者名 的場 悟志

日時 令和3年5月27日（木） 公演名
第33回
熊本県高等学校総合文化祭

会場 コンサートホール他 主催者名 熊本県高等学校文化連盟

日時 令和3年6月5日（土） 公演名
陸上自衛隊西部方面音楽隊
第48回定期演奏会

会場 コンサートホール 主催者名
陸上自衛隊
西部方面会計隊本部

4.0

1

4

3

3 4 4 4 4 4

№ 公演情報 料金 手続
対応

利用料金・・・スタッフさん方がとてもよかったので、外部から人を雇うことを考えると、利用料金はとても安いと思います。（外部から人を雇
う場合はやや高いかなと思います）
利用手続きについて・・・オンラインになって、楽に感じます。
フロア職員・・・いつも早急に対応して頂き、ありがとうございます。
ステージ職員・・・大変感謝しております。
舞台・音響・照明・・・スタッフの方々に全て丸投げした結果、イメージ通りの舞台になり感謝しています
また利用したいか・・・第三練習室などの床が板であれば、全ての練習室でもバレエの練習ができるのにと思いました。演リハしか使えな
いのが少し残念です。
その他・・・ステージのスタッフさんが大変親切にサポートして下さいました。とても感謝しています。サポート担当者様にも色々と助けて頂
き、舞台を無事に終える事ができました。（そして、水まわりがきれいで気持ち良かったです！）ありがとうございました。

2

4 4.0 4 4 4 4 4.0

当日ご配慮いただきありがとうございました。

舞台
設備

次回
利用

平均

4 4 4 4 4

3.8

次の卒業式、入学式についてもよろしくお願いします。

4

- 4 4 4

その他・・・空調について丁寧に説明していただきありがとうございました。新型コロナウイルス感染症対策に反映させていただきます。ア
ルコール設置場所に使用するマットがもう少しあればよいかと感じました。

4 4 4.0

料金・・・妥当かと思いました。
その他・・・不慣れな中で配信を行いましたので、少し無理があったのですが、wi-fi環境がこれからもう少し改善されるとライブ配信のハー
ドルも下がって良いのではと思いました。なんとか無事にできまして、またその他諸々大変お世話になりましてありがとうございました。

5

2 4 4 4 4 4 3.7

その他・・・今後も総文祭や各専門部の大会等で利用させていただきたいと思います。よろしくお願いします。

6

4 4 4 4 4 4 4.0



 

 



 

 



 

 



 

 


